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研究成果の概要：「ロマ」を「ジプシー」の言い換えとすると、必ずしも共通の特徴や

アイデンティティがある存在ではなく、「ジプシー」とは、しばしば他から貼られた

レッテルであった。しかし、チェコやスロヴァキアでは、「ロマ」は、文化・言語・

歴史などの共通性や共通のアイデンティティを持っているので、「ロマ」の集団への

帰属は、自己規定と他からのレッテル貼りによるものとが共存し、近代的「民族」と

しての誕生も、他者との関係で創り出されるともいえる。  
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１． 研究開始当初の背景 
 

「ロマ」は、世界各地に居住しているマイ
ノリティである。「ロマ」を「ジプシー」を
言い換えた呼称とすると、必ずしも一つのエ
スニック・グループとはいえなくなる。なぜ
なら、「ジプシー」は多種多様であり（水谷
驍『ジプシー』平凡社、2006 年）、それと呼
ばれる人々に共通のアイデンティティがあ
るわけではないからである。また、「ジプシ
ー」という集団の括りは、しばしば他者から

貼られたレッテルであった。 
マイノリティは、数的に少数派であり、多

数派より政治的・経済的・社会的に劣位であ
ることが多いとされるが（吉川元、加藤普章
編『マイノリティの国際政治学』有信堂、2000
年）、ロマは各地において、典型的なマイノ
リティであるといえる。 
 さて、最初の記述にもかかわらず、これま
で、私は、エスニック・グループとしての「ロ
マ」に着目して、研究を進めてきた。なぜな
ら、チェコやスロヴァキアなどの中欧諸国に



限定してみると、そこで生活している「ロマ」
は、文化・言語・歴史などの共通性を持ち、
共通のアイデンティティを持っているため、
一つのエスニック・グループといってよい存
在だからである。 
 そもそもマイノリティとマジョリティは
相対的なものであり、状況によってその関係
は変化する。チェコやスロヴァキアの歴史を
振り返っても、第一次世界大戦後のチェコス
ロヴァキアの独立により、ハプスブルク帝国
下で支配的存在であったドイツ人やハンガ
リー人は独立国の下でマイノリティ化した。
1993 年のチェコとスロヴァキアの分離・独立
で、スロヴァキアにおけるチェコ人(Češi na 
Slovensku, Martin, 2000 参照)、チェコにお
けるスロヴァキア人はマイノリティ化した
ことになる。 
20 世紀以降のチェコやスロヴァキアにお

いて、ある時にマジョリティであったものが
マイノリティ化したり、その逆になったりす
る歴史が存在したが、「ロマ」は常にマイノ
リティであった。様々なマイノリティが相対
的に捉えられる中で、今後も「ロマ」は絶対
的にマイノリティであり続けるのだろうか、
という開かれた問いが存在する。 
 
 
２． 研究の目的 
 

上述の「様々なマイノリティが相対的に捉
えられる中で、今後も『ロマ』は絶対的にマ
イノリティであり続けるのだろうか」という
問題提起に基づき、20 世紀以降のチェコやス
ロヴァキアにおいて「ロマ」と他のマイノリ
ティを比較し、「ロマ」の他のマイノリティ
には見られない特色を確認し、マジョリティ
とマイノリティの交代など、マイノリティの
相対化が目立つ局面において、ロマにもその
影響が及んだかどうかを検討する。 
 
 
３．研究の方法 
 
(1)文献等資料の収集と検討 
 中欧を中心に「ロマ」の文化・歴史・現状
に関する文献等資料を収集し、その検討・分
析を行う。特にチェコスロヴァキアにおいて
は、社会主義政権が崩壊した後の 1990 年以
降、「ロマ」に関する研究文献が多く出版さ
れるようになり、その傾向は 1993 年のチェ
コとスロヴァキアの分離以降も続いている。
また、社会主義政権崩壊後、市場経済化に伴
う社会矛盾の顕在化や言論・政治運動の自由
の負の側面（差別的言動・運動さえも「自由」
に行われるようになった）から、「ロマ」と
マジョリティ社会の相克が顕著になり、その
問題解決を目的とする研究も進んでいる。チ

ェコとスロヴァキアの欧州連合加盟とその
前提としての人権擁護の必要との関わりで、
「ロマ」研究に西欧から多くの助成が行われ
たことも研究の進展に影響した。 
 「ロマ」やマイノリティに関する問題の歴
史的変遷、現状を探るために、チェコ及びス
ロヴァキア関係の文献資料を幅広く収集し、
検討する。それにより時代的・社会的背景と
「ロマ」を初めとするマイノリティの状況の
関連を考察する。 
 
(2)海外調査―史・資料収集 
 (1)に関連して史・資料の収集のために、
チェコやスロヴァキアの文書館、図書館、博
物館を訪問する。チェコでは、プラハの国民
文書館、スロヴァキアでは、ブラチスラヴァ
のスロヴァキア国民文書館などで、未公刊の
史料を閲覧する。そのほかの公刊資料に関し
ては、プラハの国民図書館、ブルノ（チェコ）
のロマ文化博物館、ブラチスラヴァの大学図
書館及びスロヴァキア科学アカデミー社会
学研究所で閲覧する。 
 
(3)海外調査―インタビュー 
現代のロマの教育に関して、学校、教育行

政、支援団体(NGO)関係者のインタビューを
行う。比較の対象として、ユダヤ関係者のイ
ンタビューもプラハで実施する。 
 
 
４．研究成果 
 
「ロマ」と共通項の多い「ユダヤ人」と比

較すると、両者には、 
(1)共にナチ・ドイツに迫害され、強制収容
所で虐殺されたこと、 
(2)迫害・差別の長い歴史があること、 
(3)マジョリティ・グループとの長期間の接
触にもかかわらずマイノリティとしての独
自文化を維持し続けていること、 
(4)国家なき民としての歴史が長いこと 
などの共通性が存在する。 
しかし、他方、 

(1)「ユダヤ人」は、現在イスラエルという
国家を得ているが、「ロマ」は国家を形成し
ていないばかりか、国家形成をめざす動きも
歴史的にみてもほぼ皆無といってよいこと、
(2)「ユダヤ人」は、政治・経済・文化など
様々な分野で世界的な著名人を輩出してる
が、「ロマ」では稀なこと、 
(3)「ユダヤ人」は早くからマジョリティの
国家の枠組に組み込まれたが、「ロマ」は常
に枠外であったこと、 
(4)「ユダヤ人」にとってはユダヤ教という
宗教が求心力となったが、「ロマ」には共通
の宗教がないこと、 
(5)「ロマ」は文字を持たなかったこと 



などの相違点も存在する。 
  中欧において、両者は、マジョリティから
「犯罪者」というレッテル貼りに基づく迫害
を受けることもあった。両者とも、その集団
への帰属は、自己規定によるばかりでなく、
他からのレッテル貼りによることもあった。
近代的「民族」としての誕生も、他者との関
係で創り出されるともいえるだろう。 

上述のように、20 世紀以降のチェコやスロ
ヴァキアにおいて、ある時にマジョリティで
あったものがマイノリティ化したり、その逆
になったりする歴史が存在したが、「ロマ」
は常にマイノリティであった。様々なマイノ
リティが相対的に捉えられる中で、今後も
「ロマ」は絶対的にマイノリティであり続け
るのだろうか。それとも、「ロマ」も相対的
にマイノリティと規定されてきたのであろ
うか。「ロマ」がマジョリティとなる社会の
中では、「ガジョ＝非ロマ」がマイノリティ
であることを、改めて「ガジョ」である私達
は認識すべきであろう。そのために、「ロマ」
とは何かを常に問い直す必要があるだろう。 
 「ロマ」社会に入ったマイノリティである
「ガジョ」は、婚姻関係により「ロマ」社会
に入った例が多いため、摩擦は少ない。つま
り、「ロマ」男性と結婚して「ロマ」社会に
入った「ガジョ」女性（「ロマ」女性と結婚
して「ロマ」社会に入った「ガジョ」男性の
例は少ない）は、「妻」として「ロマ」社会
に受け入れられ、特にマイノリティとして区
別・差別されたわけではないようである。
種々の回想から得られる彼女達の姿は、むし
ろ新しい知識・技術を持っているコミュニテ
ィ内の人間として重宝されてきたことが伺
われる。 
 昨今、チェコやスロヴァキアのみならず、
西欧や日本においても「ロマ」が注目され、
様々な研究が発表されている。最近の西欧で
の代表的な研究成果として Zoltan Barany の
The East European Gypsies (Cambridge, 
2002)があげられる。ハンガリー出身の在米
政治学者が、歴史的視点も含めて「ロマ」を
めぐる諸制度を検討した力作である。 
また、「ロマ」は文字を持たなかったため、

「ロマ」の歴史は、マジョリティによる記録
を史料として用いなければならなかった。そ
のような史料は客観性を欠く場合も多いの
で、利用する研究者の力量が試されることに
なる。新しい時代に関しては、マジョリティ
側の史料の欠点をオーラル・ヒストリーが補
うことができる。その意味で、社会主義政権
崩壊後、Ctibor Nečasの Nemůžeme zapomenout 
(Olomouc, 1994)などのオーラル・ヒストリ
ーの出版が進んでいることは好ましい状況
である。 

また、スロヴァキアの「ロマ」作家 Irona 
(Elena) Lacková の口述の自伝 Narodila jsem 

se pod šťastnou hvězdou (Praha, 1997)は、
20 世紀のスロヴァキアとチェコの「ロマ」社
会の状況、マジョリティ社会との関係を生き
生きと描いた第一級の史料でもある。 
 今日では、「ロマ」系の研究者の活躍ぶり
も注目に値する。マジョリティにより構成さ
れた「ロマ」の歴史を一旦「ロマ」自身の手
に取り戻す必要があるからである。
Bartoloměj Daniel の Dějiny Romů(Olomouc, 
1994)に始まったチェコにおけるその動きを、
現在は Kapitoly z dějin Romů(Praha, 2002)
の著者であり、ブルノのロマ文化博物館長
Jana Horváthová が中心的に担っている。 
 さて、現実には、「ロマ」とマジョリティ
の共生の実現が必要である。そのためには、
双方の教育が重要である。なぜなら、マジョ
リティの間で「ロマ」の失業率や犯罪率が常
に問題視され、それがマジョリティの「偏見」
を助長しているが、それらの要因となってい
るのが「ロマ」に学歴や資格のないことだか
らである。カナダに移住したチェコの「ロマ」
が、「ここでは誰も職業訓練資格証明書を持
っているかなど聞かずに雇って、見習いから
始めさせてくれる」と発言しているのは象徴
的である。チェコやスロヴァキアの学歴社
会・資格社会も「ロマ」の就職を困難にして
いることがわかる。 
 スロヴァキアの三都市の４つの学校の「ロ
マ」の子供たちの学校教育の現場を調査した
結果、基礎学校ゼロ学年（就学前教育を受け
ていない子供を対象とした１年生の前段階
のクラス）は導入されていなかった学校もあ
ったが、「ロマ」教育助手（スロヴァキア語
の理解が困難な「ロマ」の子供の援助をする。
実際には「ロマ」以外の子供に対する援助も
している）は調査したすべての学校に配置さ
れ、彼らの活動は成果をあげていることがわ
かった。 
また、スロヴァキアでは、「ロマ」という

エスニック･マイノリティを援助することと
社会的にハンディキャップを持っている子
供を援助することが同時に意図されており、
力点はむしろ後者におかれている印象であ
った。つまり、「ロマ」がエスニック･マイノ
リティだから援助するのではなく、社会的弱
者であるから援助するということである。更
に言い換えれば、社会的弱者の保護を行った
ら、たまたまその弱者は「ロマ」だったとい
うことになり、このことからは、「ロマ」は
エスニック･マイノリティというよりは、社
会階層であるかのようにみえる。しかし、具
体的な教育の事例を見ると、「ロマ」の子供
の教育困難の理由には、彼らのスロヴァキア
語能力のレベルや、価値観の相違があり、特
に前者は、「ロマ」の教育問題解決に関して
は、エスニック的な視点が必要であることも
示している。 



その後スロヴァキアで教育予算が切り詰
められた結果、４つの学校のうち単独で残っ
ているのは１校になってしまった。それが共
通通貨ユーロ導入のための財政赤字解消に
よるものであれば、残念なことである。 

限られた予算の中で効果的な教育を行う
ためには、家庭教育も必要になる。「ロマ」
は若年で母親になる例も多く、母親教育が重
要であろう。これまで Lacková、Horváthová
を初め、「ロマ」の知識人女性は母親が「ガ
ジョ」である例が多い。このことは、逆説的
に「ロマ」の母親教育が必要であることを示
している。 
 この研究の特色は、他のマイノリティと比
較して「ロマ」の特色を明らかにすることと
マジョリティとマイノリティを相対的なも
のとみなした上で「ロマ」とマジョリティ社
会の関係を検討することにある。「ロマ」を
問題にすることは、必ずしもエスニック・マ
イノリティの問題ばかりでなく、社会的階層
の問題とも深く関わることが明らかになっ
た。つまり、「ロマ」はエスニックな意味だ
けでなく、社会的弱者という意味からもマイ
ノリティとして扱われるべき存在であると
されているのである。 
Lacková は現在プレショウ市営墓地に眠っ

ている。東スロヴァキアという「ロマ」の姿
の目立つ地域にもかかわらず、大都市である
ためかプレショウ市自体のロマ人口の割合
は意外にもそれほど多くない。しかし、周辺
（市外も含め）に多くの「ロマ」集落をかか
えるだけに、教育上のいろいろな試みがなさ
れている。 

そのプレショウ近郊での Lacková の経験に
よれば、戦間期にはスロヴァキア系と「ロマ」
よりも、チェコ系やユダヤ系と「ロマ」とい
うマイノリティ同士に共感が生まれていた
ことが注目される。スロヴァキア系と「ロマ」
の関係は良好ではなかったものの、完全に破
綻したのは、独立スロヴァキア共和国ができ
る直前のことであった。第二次世界大戦後の
社会主義政権下では、名目的には、「ロマ」
と「非ロマ」の平等が実現した。 

そして、1990 年代に表出した両者の摩擦は、
双方の努力により一旦沈静化する方向が見
られたものの、昨年来の経済危機下で極右の
活動が活発化し、「ロマ」に対する襲撃がみ
られるようになった。それに反対する市民運
動が見られることが救いではあるが、歴史的
にみて、経済状況と民族問題は密接に結びつ
いており、予断を許さない状況である。今後
の推移を観察しつつ、共生の鍵を見出す研究
を続けていく必要があろう。 

また、2008 年に邦訳が出版されたマッキャ
ン Colum McCann の小説『ゾリ Zoli 』は、ス
ロヴァキアを舞台に「ロマ」の女性詩人を主
人公とし、第二次世界大戦後の「ロマ」と「非

ロマ」の関係を生き生きと描いている。この
ような作品が生まれたことは、「非ロマ」の
立場から「ロマ」に正面から取り組む文学的
視点が育っていることを示しており、検討に
値しよう。 
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